
品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
年
月
日

出
願
公
表
年
月
日

変
更
前
の
出
願
品
種
の

名
称

変
更
後
の
出
願
品
種
の

名
称

第
2
2
9
5
1号

平
成
2
0年
９
月
1
1日

平
成
2
0年

1
2月

1
0日

F
L
O
R
V
E
N
D
U
L
A

B
L
U
E
W

H
IT

E
F
L
O
R
V
E
N
D
U
L
A

B
L
U
W

H
IT

E

第
2
3
1
4
9号

平
成
2
0年

1
1月

1
8日

平
成
2
1年
２
月
３
日

2
0
0
8カ
ワ
モ
ト
ピ
ン
ク

2
0
0
8カ
ワ
モ
0
1

第
2
3
1
5
3号

平
成
2
0年

1
1月

1
8日

平
成
2
1年
２
月
３
日

ラ
フ
ァ
エ
ル

2
0
0
8カ
ワ
モ
0
3

第
2
3
1
5
6号

平
成
2
0年

1
1月

1
8日

平
成
2
1年
２
月
３
日

ル
シ
フ
ァ
ー

2
0
0
8カ
ワ
モ
0
2

第
2
4
3
7
9号

平
成
2
1年

1
2月
７
日

平
成
2
2年
２
月
1
8日

朝 あ
さ倉 く
らろ
ま
ん
ホ
ワ
イ
ト

平 ひ
ら田 た

２
号 ご
う

第
2
4
6
4
4号

平
成
2
2年
３
月
３
日

平
成
2
2年
６
月
1
4日

青 あ
お手 て

鞠 ま
り

夢 ゆ
め手 て

鞠 ま
り

平成™›年™月™�日 月曜日 第œ�›�号官 報
一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

と
指
定
の
目
的

次
に
掲
げ
る
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

平
成
六
年
九
月
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
七

十
号

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

変
更
後
の
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に

植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
静

岡
県
庁
及
び
浜
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
八
号

出
願
公
表
後
に
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で
、
種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
九
十
七
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
、
監
理
技
術
者
講
習
の
一
部
の
休

止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

業
務
を
休
止
し
た
登
録
講
習
実
施
機
関
の
名
称

財
団
法
人
神
奈
川
県
都
市
整
備
技
術
セ
ン
タ
ー

二

業
務
を
休
止
し
た
者
の
登
録
番
号

６

三

業
務
を
休
止
し
た
者
の
住
所

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
汐
見
台
一
番
七
号

四

休
止
し
た
講
習
の
範
囲

受
講
者
の
募
集
及
び
講
習
の
実
施

五

休
止
す
る
期
間

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
神
尾
田
字
田
之
入

向
一
〇
〇
八
の
一
、
一
〇
一
〇

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養
`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
中
川
字
焼
津
二
二

三
の
一
、
二
二
三
の
七
、
字
Å
小
家
八
六
九
の
ニ
の

一
、
字
上
ノ
原
台
八
七
九
の
イ
の
一
七
、
八
七
九
の

イ
の
二
一
、
八
七
九
の
三
〇
、
八
七
九
の
五
一
、
八

七
九
の
七
六
、
八
七
九
の
七
七
、
字
深
田
八
八
一
の

四
五
、
八
八
一
の
六
〇
の
一
、八
八
一
の
六
〇
の
二
、

八
八
一
の
六
〇
の
五
、
八
八
一
の
一
〇
〇
、
字
小
塚

八
九
七
の
五
六
の
一
か
ら
八
九
七
の
五
六
の
五
ま

で
、
字
登
尾
九
〇
〇
の
イ
の
六
の
乙
、九
〇
〇
の
八
、

九
〇
〇
の
五
四
、
字
大
仏
向
九
二
三
の
ヲ

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
神

奈
川
県
庁
及
び
山
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
世
附
字
上
ノ
山
六
一
八

の
一
、
六
一
八
の
五
、
六
一
八
の
九
、六
一
八
の
一
〇
、

六
二
四
、
六
二
五
の
一
、
六
二
五
の
三
、
七
〇
五
か
ら

七
〇
七
ま
で
、
七
二
二
の
一
、
七
二
二
の
二
、七
三
〇
、

七
九
三
、
七
九
八
の
一
、
七
九
八
の
二
、
八
〇
〇
、
八

〇
一
、
八
〇
二
の
イ
、
八
〇
二
の
ロ
、
八
〇
七
、
八
〇

九
、
八
一
〇
、
字
栗
ノ
木
日
影
八
五
一
の
一
、
八
九
七

の
ロ
、
字
土
地
縄
九
一
七
の
一
二
、
九
一
七
の
一
四
、

九
一
七
の
一
七
か
ら
九
一
七
の
二
三
ま
で
、
九
一
七
の

二
六
か
ら
九
一
七
の
三
六
ま
で
、
字
大
屋
ノ
沢
九
一
九

の
二
一
、
字
権
現
山
九
二
四
の
八
、
九
二
四
の
一
〇
、

九
二
四
の
一
一
、
九
二
四
の
一
七
、
字
笹
小
屋
九
二
六

の
一
〇
、
九
二
六
の
四
四
、
九
二
六
の
四
五
、
九
二
六

の
四
八
、
九
二
六
の
五
一
、
九
二
六
の
五
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
神

奈
川
県
庁
及
び
山
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
九
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

平
野
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
七

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
七
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
北
設
楽
郡
東
栄
町
大
字
月

字
西
平
ノ

一
一
番
六

一
号

一
一
番
四

二
号

九
番
二

三
号

九
番
四

四
号

九
番
五

五
号

九
番
二
二

六
号

八
番
三

七
号

一
九
番
四

八
号

一
九
番
一

九
号

二
〇
番

十
一
号

字
寺
甫

三
八
番
一

十
号

字
時
気

一
〇
番
二

十
二
号

字
西
大
平
ノ

一
四
番

十
三
号

�
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